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■ 数字でみる県土整備部 ■

管理路線数は 326 路線
で、4,215 箇所の橋梁
と 127 箇所のトンネル
を管理しています。

県土整備部が管理する港
湾は 19 箇所あります。
その他、四日市港管理組
合が管理する国際拠点港
湾の四日市港があります。

326路線

一級河川 354 河川 ( 延長約 1,518 ㎞ )、二級河川
192河川 (延長約789㎞ )の河川を管理しています。

〇県土整備部が管理する河川延長は〇県土整備部が管理する道路延長は

約 3,450km 約 2,307km

4,215箇所

127箇所
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( 令和３年４月１日現在 )

海岸線の延長は全国８位の約 1,083 ㎞です。このう
ち、県土整備部が管理を行うのは約 330㎞（国土交通
省水管理・国土保全局所管 179 ㎞、国土交通省港湾
局所管 143㎞、両局重複 8㎞）となっています。

〇県土整備部が管理する海岸延長は

約 330km
県土整備部が管理する港県土整備部が管理する港
〇県土整備部が管理する港湾は

県土整備部が管理するダ
ムは 3 箇所、建設中1箇
所があります。

県土整備部が管理する都
市公園は 6 箇所あり、年
間約 173 万人に利用さ
れています。

県土整備部が管理する都県土整備部が管理する都
〇県土整備部が管理する都市公園は

19箇所

県土整備部が管理する都市公園は県土整備部が管理する都市公園は
3箇所

6箇所

県土整備部が管理するダ県土整備部が管理するダ
〇県土整備部が管理するダムは
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組織機構

■県土整備部　地域機関一覧

（令和 3年 4月 1日現在）
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令和３年度当初予算020202
SectionSectionSection

歳出
1,280億円

河川費
198（15.5%）

下水道費
98（7.7%）

その他
325（25.4%）

災害復旧費
59（4.6%）

海岸費
39（3.0%）

内直轄負担金2

住宅費
3（0.2%）

港湾費
28（2.2%）
内直轄負担金4

都市計画費
22（1.7%）
内直轄負担金1

道路費
438（34.2%）

内直轄負担金120内 直轄負担金120

内 直轄負担金57

砂防費
71

（5.5%）

歳出
800億円

道路費
438（54.8%）

河川費
198（24.8%）

海岸費
39

（4.9%）

砂防費
71（8.9%）
内直轄負担金2

その他3（0.3%）
住宅費3（0.3%）

下水道費
0（0.0%）

都市計画費
22（2.7%）
内直轄負担金1

港湾費27（3.4%）
内直轄負担金4

（（

内直轄負担金57

内 直轄負担金120

令和３年度県土整備部当初予算 令和３年度県土整備部一般会計公共事業当初予算

※２月補正予算含みベース（令和２年度２月補正予算＋令和３年度
当初予算）としています。
※受託公共事業、災害復旧事業を除いています。
※数値は四捨五入によるため、内訳と合計が一致しないことがあり
ます。

※２月補正予算含みベース（令和２年度２月補正予算＋令和３年度
当初予算）としています。
※特別会計（港湾整備事業）1.6 億円、企業会計（流域下水道事業）
242.4 億円を含みます。
※数値は四捨五入によるため、内訳と合計が一致しないことがあり
ます。

810 799
720

654
595 609 603 583 594 600 571

485 500 493 522
577

96 145 124

223

県土整備部一般会計公共事業 当初予算の推移
うち通常分 うち国土強靱化分等

（単位：億円）

596
638 646

800

※平成 19,23,27, 令和元年度は 6月補正肉付け後予算となります。
※令和 3年度は 2月補正予算含みベース（令和 2年度 2月補正予算＋令和 3年度当初予算）としています。
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（１）　令和３年は紀伊半島大水害および東日本大震災から１０年の節目の年に当た
ります。

　　　近年の激甚化・頻発化する風水害や切迫する地震災害等に屈しない、強靱な県
土づくりが不可欠です。このため、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加
速化対策」を計画的に講じ、防災・減災、国土強靱化を強力に推進します。「３か
年緊急対策」で残る取組の加速化に加え、インフラの老朽化対策やミッシング
リンクの解消、流域治水対策等を加速します。

（２）　暮らしの安全・安心を実感していただけるよう身近な課題への対策を強化し
ます。

　　　警察等と連携した路面表示の改善や通学路等の交通安全対策、官民連携による
河川堆積土砂撤去等を加速します。また、良好な住生活環境を保全するため、流
域下水道の整備、住宅・建築物の耐震化、県営住宅の改修を推進します。

（３）　コロナ時代の社会変容に対応し、インフラへの新たな価値を創造しつつ、豊か
で活力ある地方創生を実現します。

　　　このため、未来も見据えながら、高度な管理を実現するインフラＤＸや、駅周辺
における公共空間の再生、地元との協働を含めたグリーン化、都市公園を活用
したワーケーション等を推進します。

（４）　令和３年度に開催される「三重とこわか国体」「三重とこわか大会」に向け、会場
へのアクセスルートの開通に向けた整備を着実に推進します。さらに、両大会
に向けた道路維持管理について、安全かつ快適な移動を確保するため、必要な
対策を実施します。

（５）　質の高い社会資本ストックを形成するとともに、地域経済を下支えするため、
「第三次三重県建設産業活性化プラン」に基づく労働環境の改善やＩＣＴの活
用、不当要求対策の強化等に取り組みながら、公共事業を効率的かつ円滑に実
施し、早期の執行を確保します。

県土整備部
令和３年度の取組方針
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公共事業総合政策030303
SectionSectionSection

道路整備040404
SectionSectionSection

■入札・契約制度
　　公正性、透明性を確保しつつ、「公共工事の品質確保の促進に関する法律」の基本理念
である「現在及び将来の公共工事の品質確保並びにその担い手の中長期的な育成・確保
等」を実現するため、入札・契約制度の適正な運用・改善に取り組みます。

■総合評価方式
　　入札・契約制度において、価格に加えて価格以外の多様な要素を考慮し、総合的に優
れたものを評価する総合評価方式を運用しています。入札参加者や学識者の意見を聞き
ながら、状況の変化に応じた制度の改善に取り組みます。

■不当要求根絶に向けた取組
　　県、警察等を構成員とする協議会を設置し、県発注の公共工事の受注者に対する不当要求等の根絶に向けた対策を実施します。
　　また、対策については適宜改善するとともに定期的に検証し継続実施に向けて取り組みます。

■幹線道路網（高規格道路・直轄国道）の整備
　　東海環状自動車道や近畿自動車道紀勢線、北勢バイ
パス、中勢バイパス等の幹線道路網の整備を促進しま
す。
　　また、道路ネットワーク機能の強化をめざし、鈴鹿
亀山道路、名神名阪連絡道路の早期事業化に向け国と
連携して調査・検討を進めます。

三重とこわか国体・三重とこわか大会に向けた道路整備

東海環状自動車道

中勢バイパス

新宮紀宝道路
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■第三次三重県建設産業活性化プラン
　　地域の建設業が未来に存続し、社会資本の整備・維持修繕や災害対応などの「地域の守
り手」としての役割を今後も果たせるよう、「第三次三重県建設産業活性化プラン」に基づ
いて、担い手確保や労働環境改善に向けた週休二日制工事の試行拡大、生産性向上に向け
た施行時期の平準化及び ICT活用工事による i-construction の推進等、各種取組を進め
ます。

地域の建設企業による災害対応

地域の建設企業による防疫対応

（弥起井）

写真提供：北勢国道事務所

写真提供：紀南河川国道事務所

写真提供：三重河川国道事務所
※両大会で活用が期待される新たな道路に
　関係する会場のみ掲載しています。

写真提供：紀勢国道事務所



　　災害発生時に対応できる輸送機能確保のため、緊急輸送道路等の橋梁耐震化やのり面の防災対策を進めます。

■道路の維持管理
　　道路利用者が安心・快適に利用できるよう、剥離が進んだ区画線については継続的に引き直しを実施する等適切な維持管理
を行います。

■交通安全対策
　　通学児童等の安全確保を図る対策等を進めます。

道路整備

■県管理道路の整備
　　道路ネットワークの形成や第二次緊急輸送道路の整備等に向けて、着実に事業を進めます。

県道六軒鎌田線（松阪市） 県道四日市鈴鹿環状線（四日市市） 県道鈴鹿環状線（鈴鹿市）

県道館町通線（伊勢市） 国道３６８号（津市）

　　災害発生時に対応できる輸送機能確保のため、緊急輸送道路等の橋梁耐震化やのり面の防災対策を進めます。

県道七色峡線（熊野市）

通学児童等の安全確保対策

区画線の引き直し 橋梁等道路施設の修繕

県道鵜殿熊野線（紀宝町）

県道四日市東員線（東員町） 国道 311号 川原橋（尾鷲市）

対策前 対策後

対策前 対策後 対策前 対策後
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橋梁の架け替え 橋脚の補強と落橋防止装置の設置 道路のり面の防災対策

県道香良洲公園島貫線（津市） 県道津芸濃大山田線（津市） 国道 260号慥柄浦（南伊勢町）

バイパスの完成 バイパス整備中 バイパス整備中

緊急輸送道路の整備 部分的な改良三重とこわか国体・三重とこわか大会
会場へのアクセスルートの整備中



海蔵川

三滝新川（四日市市）

三滝新川

三滝川（本川）

流域整備050505
SectionSectionSection

■流域治水の推進
　　堤防の整備、ダムの建設などの治水対策をより一層加速するとともに流域
のあらゆる関係者が協働して治水対策を行う「流域治水」の取組を進めます。
◆流域治水プロジェクトの策定
　　「流域治水」の取組にあたっては、流域全体で取り組む治水対策の全体像を
示すため、国、県、市町、利水者などの関係者と連携し、地域の特性を踏まえた上
で令和３年度中にすべての二級水系で流域治水プロジェクトを策定します。

■河川の整備
◆洪水防止対策
　　浸水被害から県民の生命と財産を守るため、堤防の整備やダムの建設等、
河川施設の整備を進めます。

◆地震・津波対策
　　大規模地震発生後の津波等による浸水被害を軽減するため、地震・津波対策を進めます。

◆ソフト対策
　　県民の皆さんがリスクを把握し、主体的な避難行動に資するソフト対策を進めます。

◆河川堆積土砂撤去
　　河川の流下能力を回復するため、砂利採取制度を活用し官民連携を図り、また関係市町と優先度を検討しながら堆積土砂の
撤去及び河川内の樹木伐採を進めます。さらに、砂防えん堤の堆積土砂撤去や治山部局とも連携しながら、土砂堆積の抑制に向
けた取組も進めます。

堀切川排水機場（鈴鹿市）【完成予想図】鳥羽河内ダム（鳥羽市）

安濃川・岩田川（津市） 五十鈴川（伊勢市） 三重県水防情報システム（レピス）

（撤去後）

（撤去前）
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延命化対策ダム建設河川改修

堤防の耐震対策大型水門の耐震対策耐震対策（水門）のイメージ

河川に堆積した土砂の撤去

水位・雨量情報システムの更新簡易型河川監視カメラの設置

河川堆積土砂撤去のイメージ

洪水浸水想定区域図の作成・公表

流域治水プロジェクト（イメージ）

せん断補強工法 

金剛川汐止水門（松阪市） 鍋田川（木曽岬町）

※地震による柱等の損傷で、ゲートが開閉
　出来なくなるリスクがあります。

出典：国土交通省資料

井戸川（熊野市）

撤去前 撤去後
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土砂災害対策のイメージ 土砂災害防止施設の整備 土砂災害警戒区域等

■土砂災害対策の推進
　　砂防えん堤や擁壁等の土砂災害防止施設の整備を進めます。また、避難に資するソフト対策として、土砂災害警戒区域等の指
定を令和３年度の早期の完了に向け進めるとともに、開発等で地形改変などがあった箇所を抽出し、２巡目の基礎調査に取り
組みます。

◆海岸保全施設の整備
　　津波や高潮・侵食による浸水被害から、堤防等の背後に住む県民の生命と財産を
守るため、海岸堤防等の整備に取り組みます。

出典：国土交通省ホームページ
(https://www.mlit.go.jp/river/sabo/jirei/tei_hataraki.pdf)

オカ谷（紀北町）

(出典：土砂災害情報提供システム)

■港湾・海岸の整備
◆県管理港湾の機能充実

　地域の人流・物流ネットワークの拠点としての港湾機能を維持し、県民生
活と産業活動を支えるとともに、大規模災害発生時において、緊急物資等の海
上輸送機能を確保します。このため、老朽化が進む岸壁等の港湾施設の更新・
修繕や臨港道路橋梁の耐震対策に取り組みます。

港湾施設の老朽化対策 臨港道路橋梁の耐震対策

老朽化対策

流域整備

県南部 津波対策を重点的に実施

県北部 地震対策を重点的に実施 県中部 高潮・侵食対策を重点的に実施

津松阪港（松阪市） 長島港（紀北町）

城南第一地区海岸（桑名市） 上野・白塚地区海岸（津市） 千代崎港海岸（鈴鹿市）

阿田和地区海岸（御浜町）

対策前 対策後
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都市政策060606
SectionSectionSection

◆都市計画
　　人口減少・超高齢社会等に対応したまちづくりの形成に向けて、令和 2年度に改定した新都市計画区域マスタープランに
沿った都市計画の策定を進めます。また、都市計画決定（変更）の基礎資料とするため、人口規模や土地利用等に関する現況及び
将来の見通しについての基礎調査を行うとともに、広域緑地計画の改定を進めます。

◆都市公園と街路の整備推進
　　都市公園において、ワーケーション
の推進に必要な公園整備や新たな賑
わいを創出するための Park-PFI 手法
による公園整備を進めます。
　　街路において、通学路等の安全対策
や電線類の地中化等による都市基盤
の整備を実施します。

◆地域と連携した景観づくり
　　地域住民と連携した市町の景観づ
くりの取組の支援、景観に配慮した
建築物や公共施設等への誘導、屋外
広告物の設置の適正化や安全対策の
充実に取り組みます。

熊野灘臨海公園（紀北町）プール完成イメージ図 鈴鹿青少年の森（鈴鹿市）キッチンカーイベントの様子

（都）外宮度会橋線（伊勢市）

三重県人口
1,807,548人 
（令和元年度末）

55.9%

下水道 
約101.1万人

農業集落排水等 約 9.8 万人 

5.4%

合併処理
浄化槽 
約44.2万人 

24.5%

0.2%

コミュニティ
プラント
約 0.3 万人 

14.0%

生活排水処理
施設未普及 
約 25.3 万人 

三重県における生活排水処理状況（令和元年度末)

南部処理区
供用開始 H8.1

松阪処理区
供用開始 H10.4

宮川処理区
供用開始 H18.6

北部処理区
供用開始 S63.1

雲出川左岸処理区 
供用開始 H5.4

志登茂川処理区
供用開始 H30.4

下水道普及率 
三重県 55.9%（86.0%）
全 国 79.7 %（91.7%）
（　）は生活排水処理全体

■下水道の整備
　　公共用水域の水質保全と生活環境の改善を図るため、流域下水道の
整備を推進するとともに施設の老朽化対策を進めます。

◆下水道が使用可能な地域の拡大
　南部浄化センター第２期整備事業
　宮川流域幹線管渠延伸事業

南部浄化センター第２期整備事業

老朽化した電子機器設備の更新

◆下水道施設の老朽化対策の推進

更新前 更新後

流域下水道の処理区と処理場の位置図

完成予想

第２期

■都市政策の推進

ワーケーションの推進 Park-PFI手法による公園整備

通学路等の安全対策 電線類の地中化

（都）服部橋新都市線（伊賀市）
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住まい政策070707
SectionSectionSection

■適確な建築・開発行政の推進
　　「建築基準法」に基づき新築建築物等の審査・検査や不特定多数の者が利用する既存建築物の適正な維持保全のための指導
・助言等を行うとともに、「都市計画法」に基づき適確な開発行為の許認可等を行うことにより、安全・安心な建築物及び宅地
の確保に取り組みます。

工事検査080808
SectionSectionSection

◆検査の目的
　　三重県が発注した工事が完成し、その代価を支払う際には、契約どおりに工事目的物が完成しているか確認する必要があり
ます（地方自治法第 234条の 2）。
　　そのため、工事完成後、または必要に応じて施工途中に工事検査を実施します。

◆検査の対象
　　工事検査は、副知事を本部長とする「公共事業総合推進本部」の所掌事務として、中立・公正な立場で、農林水産部・県土整備
部等の知事部局、企業庁、病院事業庁及び教育委員会が所管するすべての建設工事及び測量・調査・設計業務を対象に行いま
す。

外壁改修 屋上防水改修 住戸内改修（LDK化）

■住宅・建築物の耐震対策
　　戸別訪問等により住宅耐震化を促進するとともに、木造住宅の耐震診断、耐震改修、除却等を支援するほか、低コストの耐震
改修工法等の普及を図るため、設計者や施工者向けの講習会を開催します。また、避難路沿道建築物の耐震診断や耐震改修等に
対する支援を行います。

■住宅政策の推進
◆空き家対策
　　空家等対策計画策定予定の市町に対する必要な助言や支援を行います。また、空き家除却事業や空き家活用事業を進める市
町の支援を行います。

◆住宅セーフティネットへの取組
　　高齢者などの住宅確保要配慮者が円滑に入居できる賃貸住宅（セーフティーネット住宅）の登録促進に向け、制度の普及に取
り組むとともに、市町や社会福祉協議会、不動産関係団体、居住支援法人等と連携した住宅確保要配慮者の居住支援活動に取り
組みます。

◆公営住宅の長寿命化および快適な住環境整備
　　既存県営住宅の施設の長寿命化のため、外壁改修および屋上防水改修工事等を行うとともに、安全、安心および快適な住環境
整備のため、住戸内改修工事を行います。

木造住宅の耐震改修 RC耐震壁による耐震改修 鉄骨ブレースによる耐震改修
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防災・減災、国土強靱化111
TopicsTopicsTopics

発災後概ね１日以内に緊急
車両の通行を確保し、概ね
１週間以内に一般車両の通
行を確保することを目標と
して、災害に強い高規格道
路ネットワークの整備を推
進

定期点検等により確認され
た修繕が必要な道路施設（橋
梁、トンネル、道路附属物、
舗装等）について、早期ま
たは緊急に措置すべき施設
の老朽化対策を推進

緊急輸送道路において、豪
雨による土砂災害等の発生
を防止するため、土砂災害
の危険性がある箇所に対す
る道路法面・盛土対策を推
進

緊急輸送道路において、被
災時に通行止めが長期化す
る渡河部の橋梁流失や河川
隣接区間の道路流失等の災
害リスクに対し、道路流失
対策や橋梁の架け替え等を
推進

高規格道路のミッシングリンクの解消 道路施設の老朽化対策

舗装の老朽化 橋梁流失

道路の法面・盛土の土砂災害防止対策 河川隣接構造物の流失防止対策

■道路分野　主な５か年加速化対策の事業

近年の頻発化・激甚化する
水災害に対応するため、気
候変動による影響を踏まえ
た、河川における河道掘削、
堤防整備、堤防強化、耐震
対策、ダムの整備等を推進

人家が集中する地域や、地
域の社会・経済活動を支え
る基礎的インフラである医
療施設・学校・道路等を保
全するため、砂防えん堤や
急傾斜地崩壊対策施設等の
砂防関係施設の整備を推進

気候変動による海面水位の
上昇等が懸念される中、災
害リスクが高い沿岸域にお
ける安全性向上を図る津波・
高潮対策として堤防等の海
岸保全施設の整備を推進

海上交通ネットワークを維
持し、港湾施設の安全な利
用を確保するため、老朽化
が著しい施設に対し、長寿
命化計画に基づく老朽化対
策を推進

流域治水対策（河川）

人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地人家が集中する地域や、地

流域治水対策（砂防） 流域治水対策（海岸） 港湾施設の老朽化対策

■流域分野　主な５か年加速化対策の事業

電柱倒壊による社会的影響
が大きい市街地の緊急輸送
道路において、道路閉塞を
未然に防ぎ、大規模災害時
の被害の軽減を図るととも
に、救急救命・復旧活動に
必要な交通機能を確保する
ため、無電柱化を推進

災害時の下水道機能の確保
のため、防災拠点や病院等
の重要施設に係る下水道管
路の耐震化や下水処理場等
における躯体補強など下水
道施設の耐震化を推進

都市公園において老朽化し
た施設での事故を防止し、
ライフサイクルコストの低
減や持続可能な維持管理を
実現するため、長寿命化計
画に基づく老朽化対策を推
進

管路破損等による道路陥没
事故の発生や機能停止を未
然に防止するため、施設の
重要度等を踏まえた効率的
な下水道管路の点検・調査
や、劣化度等を踏まえた計
画的な改築・修繕を推進

無電柱化対策 下水道施設の地震対策 都市公園の老朽化対策 下水道施設の老朽化対策

■都市政策分野　主な５か年加速化対策の事業

写真提供：国土交通省九州地方整備局写真提供：紀勢国道事務所

堤防整備

管路の点検・調査処理場の耐震化 公園施設の老朽化

海岸保全施設整備砂防関係施設整備
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インフラDXの推進222
TopicsTopicsTopics

交通量

画像

・自動車交通量の増減を毎週公表、
　県民の行動変化を促す（R3.4.6～）

②新型コロナ対策としてのデータ公表(HP等)

交通量

交通量

画像

緊急警戒宣言

④データ利活用の拡張試行

⑤今後のAI カメラの配備等の「中期計画」の策定 ⑥データ連携（ETC2.0等）

交通量
画像

③人流観測システム構築
・歩行者通行量を観測するための
　システム改修

道路AI検討会（国、NEXCO、県）

・国体等の交通マネジメント
・道路空間再編の計画策定
・災害時の異常検知

交通安全対策、通れるマップの活用等

ＡＩ交通モニタリングシステム１．道路交通制御の高度化

ＡＩ路面標示劣化検知システム２．メンテナンスの効率化

河川監視カメラシステム３．災害情報提供の迅速化

ＩＣＴ活用工事 (i-construction)４．建設施工の生産性向上

R２年度R２年度

R２年度R２年度 新型コロナ対策としてのデータ公表新型コロナ対策としてのデータ公表新型コロナ対策としてのデータ公表新型コロナ対策としてのデータ公表新型コロナ対策としてのデータ公表新型コロナ対策としてのデータ公表新型コロナ対策としてのデータ公表新型コロナ対策としてのデータ公表(HP等)(HP等)(HP等)(HP等)(HP等)
R3年度R3年度

• Ｒ３年度内に、剥離度Ⅲの引き直しを完了
• Ｒ４年度以降、剥離度Ⅱ以内の定常化をめざす

①道路区画線のメンテナンス方針の策定

②交差点での同時施工の促進（区画線＋横断歩道等）

③白線塗料の長寿命化

• 国、県警、県による３者同時施工箇所を拡大
• 市町を含めた同時施工等の実施手法を検討

• 高耐久性塗料の試験施工（約50箇所）
• 劣化要因等のモニタリング調査（約100箇所）

令和４年度に試験運用開始予定

道路電子台帳の整備、統合ＤＢの構築検討

④AI路面標示劣化検知システムの共同開発（三重大学、県警、県）
•  目視計測から、車載カメラ画像のＡＩ解析システムによる計測手法
　を開発し、効率的な修繕を実施

三重県
交通量交通量

R
• 県内主要道路10箇所にAIカメラを配備（観光地、IC周辺等）
• カメラ画像をAIで解析し、交通量を常時観測（大型車、小型車別）

①自動車交通量の常時観測システム構築
都道府県で全国初

ＩＣＴ活用工事 (i-construction)４．建設施工の生産性向上

画像

・切迫感のある画像を提供し地域住民に適切な
　避難判断を促す（R3.4.19 運用開始）

②川の防災情報（国）での画像データの提供

画像

• 県内水位周知河川38河川、44箇所にカメラを設置
※水位周知河川・・・洪水により相当な損害を生じる恐れが
　ある河川として水防法により指定した河川

①簡易型河川カメラの設置

河川情報センター
FRICS

③今後のカメラ配備等の「中期計画」の策定
＜設置基準＞
・人家や重要な施設の浸水リスクが高い箇所
・危機管理型水位計等水位計がある箇所
・築堤部やバックウォータ―発生箇所等、 水防活動上重要な箇所
・過去に浸水被害が発生した箇所

④データ利活用の検討
・ＡＩ画像解析による流況計測や
異常検知
・画像データのアーカイブ手法
・水位も含めたデータの統計処理、
公表

三重県

R２年度R２年度
川の防災情報（国）での画像データの提供川の防災情報（国）での画像データの提供川の防災情報（国）での画像データの提供川の防災情報（国）での画像データの提供川の防災情報（国）での画像データの提供川の防災情報（国）での画像データの提供

R3年度R3年度

五十鈴川（五十鈴橋上流側） 危機管理型水位計の設置

交通量交通量交通量交通量

国土交通省

② 適用工種の拡大

• ドローンを活用した３次元計測、３次元設計デー
タと衛星測位システムの位置情報を活用したICT
建設機械の自動制御など、建設現場の各プロセス
にICTを活用（H30年度～）

• 受発注者間の立会い、協議、検査に関するリモート環境
の整備に向けてモデル工事を実施

①ＩＣＴ活用工事の実施 ③土木工事における遠隔臨場の試行R２年度R２年度 R3年度R3年度

《3次元起工測量》 《ICT建機による施工》

ドローンを活用し起工測量
の日数を削減

ICT建設機械による施工により
建設現場の生産性向上を実現

Ｒ３活用を目指す工種
　・ 法面工
　・ 舗装工（修繕工）
　・ 地盤改良工
　・ 付帯構造物設置工

Ｒ２実施工種 
　・ 土工
　・ 舗装工　

• 調査、測量、設計段階から３次元モデルを導入し、一連の建設生産・管
理システムの効率化等に向けたモデル事業を開始

④3次元データ建設・管理システムの試行（ＢＩＭ／ＣＩＭ）

発注者：事務所で
リアルタイムに確認

受注者：ウェアラブルカメラ等で撮影

施工現場

クラウドサーバー

（三重大学、県警、県）（三重大学、県警、県）（三重大学、県警、県）（三重大学、県警、県）（三重大学、県警、県）
R3年度R3年度

剥離度Ⅳ（90～100%)
約1,400km

剥離度Ⅲ（70～90%)
約800km

剥離度Ⅱ（50～70%) 剥離度Ⅰ（50～0%）

悪い 良い

約9,700km

※剥離度別の延長は、Ｈ29調査結果によるもの

区画線の剥離度

H30～R2

引き直し計画

R３ R４～

画像処理AI
路面標示の抽出
劣化状況の判定等

水位計センサー部
・洪水時には、５分単位で
　水位観測

自立型IoT通信部
・IoT技術と合わせて
　通信コストを削減

五十鈴川派川
引舟橋（伊勢市）
五十鈴川派川

引舟橋（伊勢市）

人家等の浸水リスクが高い箇所や水防活動上重要
な箇所など、県内 169 河川 211 箇所に令和元年
度までに設置済

紙（２次元）を主体とした業務

干渉を確認

デジタル（３次元）を主体とした業務

3次元モデル
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１　社会を支えるインフラから、多様な価値を持つインフラへ
２　公物管理の分野での新たなサービスの提供
３　三次元を超えて
　　 ～リアルデザインから情報デザイン、体験デザインへ～
４　ＩＣＴ活用工事による建設業全体の生産性向上にむけて
５　建設分野の働き方をブレイクスルー

勉強会を立ち上げ 提言内容を県議会常任
委員会委員に報告

提言を取りまとめ
知事へ提案

※写真は若手勉強会 1期生

チャレンジの灯火を絶やさない！

10年後、20年後の世界をリードする
魅力ある三重へ！

10年後、20年後の世界をリードする
魅力ある三重へ！

10年後、20年後の世界をリードする
魅力ある三重へ！

若手職員からの提言
「県土整備部５つのチャレンジ」

若手職員からの提言
「県土整備部５つのチャレンジ」

未来に向かって
県土整備部の若手職員が躍動中！

未来に向かって
県土整備部の若手職員が躍動中！



令和３年５月 三重県 県土整備部

＜令和３年度～令和７年度＞

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

５年後の達成目標 Ver.1

資料２



災害に負けない強靱な県土づくりを加速

令和３年は、紀伊半島大水害、東日本大震災から

１０年の節目の年。

国では、防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策に続

き、令和３年度より「５か年加速化対策」をスタートすることになりま

した。その際、各種対策について、全国的な「５年後の達成目標」を

定め、対策を計画的に進めることとしています。

このため、三重県においても、県管理施設への主

な対策について、計画的に推進するための「５年後

の達成目標」を定めました。

県民の皆様のご理解とご協力を得ながら、災害に負けない強靱な

県土づくりを加速してまいります。

＜目標設定・フォローアップ等＞
本目標は、令和３年度予算（１４か月予算、県土整備部所管）における、国土強靱化

予算が、同水準で５年間継続することを前提に、マクロで試算したものです。個別の実

施箇所は、各地域における状況を踏まえ、各年度当初に決定します。

本目標の達成状況は、毎年度フォローアップ・公表します。また、県民の皆様にわか

りやすく伝わるよう、随時、本目標を含めた内容の改善に努めてまいります。
紀伊半島大水害（紀宝町）

はじめに

目 次

はじめに

参考１： 国土強靱化予算と達成目標

５年後の達成目標一覧

各対策メニューの概要と目標

参考２： その他の対策メニュー

・・・・・ 1

・・・・・ ２

・・・・・ ３

・・・・・ ４

・・・・・ 15

１



国土強靱化予算と達成目標参考１

国土強靱化予算の推移（県土整備部所管） 達成目標（対策完了率）

H30
年度

R元
年度

R2
年度

R3
年度

R4
年度

R5
年度

R6
年度

R7
年度

対
策
完
了
率
（％
）

３か年
緊急対策

５か年
加速化対策

５年後の達成目標

現状

92.7 144.8 113.0 

225.8 

0

50

100

150

200

250

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度
（H30年度補正） （R2年度補正）

国
土
強
靱
化
予
算
（億
円
）

約1.9倍

３か年
緊急対策

５か年
加速化対策

３か年平均
１１７億円/年

※ 上記予算額は、県予算（一般会計）における
国補公共事業及び直轄事業負担金の合計額です。

２



主な対策メニュー 現状（R2年度末） ５年後（R7年度末） 備考 頁

道

路

① 法面・盛土の土砂災害防止対策
（緊急輸送道路）

4

② 渡河部橋梁の流失防止対策
（緊急輸送道路）

新規対策 5

③ 舗装修繕
（緊急輸送道路）

新規対策 6

④ 橋梁の耐震補強
（緊急輸送道路）

県独自項目
※R8年度完了

7

⑤ 未改良区間の整備
（緊急輸送道路）

県独自項目
着手率

8

流

域

⑥ 河口部の大型水門・樋門等の耐震化 9

⑦ 洪水浸水想定区域図の作成 10

⑧
砂防堰堤等による避難所・要配慮者利
用施設の保全

施設カバー率 11

⑨ 海岸堤防等による高潮対策 12

⑩ 河川堆積土砂の撤去 県独自項目 13

都
市

⑪ 都市公園の老朽化対策 14

５年後の達成目標一覧

※

要対策数に対する対策完了率

３

100%

約40%

約80%

約40%

100%

約50%

約60%

100%

約70%

約50%

約40%

33%

8%

73%

36%

20%

20%

47%

88%

-

-

13%

3か年緊急対策以外

3か年緊急対策で実施



道路の法面や盛土において、

急な勾配、水を含むと強度が低

下しやすい地質、表層で湧水の

発生、小規模な亀裂が存在する

など、豪雨時に崩壊するリスクが

ある箇所が、緊急輸送道路で

１４９箇所確認されています。

 法枠工：斜面をコンクリート製

の枠で固定して崩落を防止

 落石防護網工：斜面をネット

等で覆うことにより落石によ

る被害を防止

 落石防護柵工：道路際等に柵

を設置し、落下する石を受け

止めることで被害を防止
等

要対策

１４９箇所

現状

１３％

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇 一般国道４７７号（菰野町）落石防護網工

〇 一般国道２５号（亀山市）落石防護網工

〇 一般国道１６６号（松阪市）法枠工

〇 一般国道２６０号（南伊勢町・大紀町）法枠工 等

平成２９年台風第２１号（伊賀市）

国道１６６号(松阪市)

法枠工

① 法面・盛土の土砂災害防止対策（緊急輸送道路）道路

５年後の達成目標

現状：令和３年３月現在の対策完了箇所数（１９箇所）

３か年緊急対策で１９箇所実施

５年後

約４０％

４

災害リスク

対策例

１９箇所

約６０箇所

１４９箇所

※１４９箇所は、平成３０年度に実施した重要インフラの

緊急点検結果による要対策箇所に点検以降判明した

要対策箇所を加えた箇所数



② 渡河部橋梁の流失防止対策（緊急輸送道路）道路

５年後の達成目標

令和２年７月豪雨（熊本県球磨川）
写真提供：国土交通省九州地方整備局

渡河部の橋梁は、橋脚数が多

い構造の場合、水圧や流木の衝

撃等で橋自体が流失するリスク、

橋の基礎部分が激流で洗堀され

るリスク等があります。

緊急輸送道路のうち、橋脚によ

る河川の流れへの影響が大きく、

かつ耐震基準を満たしていない

橋梁が８橋確認されています。

橋脚数が多い橋梁について

架け替えを行い、橋脚数の少な

い構造形式に変更し、河積阻害

率※を抑えることにより、豪雨時

の橋梁の流出を防止します。

※河積阻害率とは、橋脚等、河川の中の

水の流れを阻害する構造物の幅の合計と

川幅の比です。原則として５％以内に収め

る必要があります。

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇 一般国道260号東宮橋（南伊勢町）

〇 主要地方道浜島阿児線桧山路大橋（志摩市） 等

５年後

約５０％

現状

―

要対策

８橋

現状：本対策は５か年加速化対策で新たに講じるものである

ため「－」としている。

５

災害リスク

対策例

約４橋

８橋

橋
脚

橋
脚

橋
脚

橋
脚

※８橋は、令和３年３月現在の流出するリスクがある渡河部橋

梁数



現状

１３％

③ 舗装修繕（緊急輸送道路）道路

５年後の達成目標災害リスク

対策例

路盤を含め損傷した舗装を取

り除き、計画交通量等に基づき

決定した舗装構成で、舗装を打

ち換えます。

老朽化に伴う舗装のひび割れ

が、アスファルト層を貫通すると、

雨水が路盤まで浸透し、路盤の

支持力が低下するなど、舗装の

損傷が拡大し、自動車等の走行

に著しい支障が生じます。このよ

うなリスクがある道路が、緊急輸

送道路で約５７km確認されてい

ます。

舗装断面

路盤

路床

ｱｽﾌｧﾙﾄ層

国道３０６号（津市）

舗装の打ち換え

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇一般国道４２１号（いなべ市）

〇主要地方道神戸長沢線（鈴鹿市）

〇一般国道１６６号（松阪市）

〇一般国道２６０号（南伊勢町） 等

５年後

約７０％

現状

―

要対策

約５７km

現状：本対策は５か年加速化対策で新たに講じるものである

ため「－」としている。

６

約４０km

約５７km

※約５７kmは、令和２年度調査において舗装の打ち換えが必要

と判断された道路の延長



④ 橋梁の耐震補強（緊急輸送道路）道路

５年後の達成目標

現状：令和３年３月現在の対策完了箇所数（４８８橋）

３か年緊急対策で２４橋実施

阪神淡路大震災以前の基準で

設計された橋梁は、関東大震災

クラスの地震をもとに設計されて

おり、阪神淡路大震災クラスの

大規模地震が発生した場合、橋

脚等が損傷し、長期間通行が出

来ないリスクがあります。この様

な橋梁等が、緊急輸送道路で

５５３橋確認されています。

災害リスク

対策例
阪神淡路大震災クラス等の大規

模地震が発生した際にも損傷が

限定的なものに留まり、速やかに

機能回復が出来るように対策を講

じます。

 橋脚の補強：橋脚を鉄筋と特
殊なモルタル等で補強

 落橋防止対策：橋桁と橋脚を
連結すること等で橋桁の落下
を防止 等

阪神淡路大震災（兵庫県神戸市）
写真提供：国土交通省近畿地方整備局

津芸濃大山田線 雲林院橋（津市）

落橋防止対策

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇主要地方道神戸長沢線汲川原橋（鈴鹿市）

〇主要地方道松阪久居線須賀瀬大橋（津市）

〇 一般国道１６６号高見大橋（松阪市）

〇一般県道桑名東員線中央大橋（東員町） 等

現状

８８％

令和８年度

１００％

要対策

５５３橋

７

４８８橋

５５３橋

４６４橋

※５５３橋は、令和３年３月現在の緊急輸送道路上の

１５ｍ以上の橋梁数



※未改良区間の整備は、３か年緊急対策の対象ではなかっ

たため、通常事業で対応

※約１９kmは令和３年３月現在の未改良の第二次緊急輸送

道路の延長

⑤ 未改良区間の整備（緊急輸送道路）道路

５年後の達成目標

国道３６８号（名張市）

未改良の緊急輸送道路

国道３６８号（名張市）

２車線改良

現在の道路構造令は、車道の

幅員を５．５m以上としていますが、

これを満たさない未改良の道路

では、車両のすれ違いが困難で

あるなど、災害時の緊急輸送を

円滑に実施することが出来ない

リスクがあります。このようなリス

クがある道路が、第二次緊急輸

送道路で約１９km確認されてい

ます。

現道の拡幅整備（５．５ｍ以上）

や、線形の悪い箇所ではバイパ

スを整備するなど、大型車両が

容易にすれ違える２車線の道路

に改良を行います。

現状

４７％

５年後

約６０％

要対策

約１９km

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇一般国道１６６号（松阪市）

〇一般国道３６８号（津市・多気町）

〇主要地方道四日市鈴鹿環状線（四日市市）

〇一般県道木曽岬弥富停車場線 （木曽岬町） 等

現状：令和３年３月現在の着手済み延長数（約９km）

８

災害リスク

対策例

約９km

約１２km

約１９km



⑥ 河口部の大型水門・樋門等の耐震化流域

５年後の達成目標

現状：令和３年３月現在の対策完了箇所数（４施設）

３か年緊急対策で４施設実施

これまでの水門は、供用中に

発生する確率の高い地震（L1

地震動）をもとに設計されてお

り、南海トラフ地震等の大規模

地震が発生した場合、柱等が

損傷し、ゲート開閉が出来ない

等のリスクがあります。この様

な大型水門等が、 ２０施設確

認されています。

災害リスク

対策例
将来にわたって考えられる最

大級の強さを持つ地震（L2地震
動）に耐えられるように対策を
講じます。

 水門柱の補強：鉄筋と特殊
なモルタル等で補強

 排水機場建屋の補強：柱や
壁等を鉄筋とコンクリート等
で補強 等前川 鵜方水門(志摩市)

水門柱の補強

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇鍋田川下水門（木曽岬町）

〇鍋田川下流排水機場（木曽岬町）

〇笹笛川防潮水門（明和町） 等

現状

２０％

５年後

約５０％

要対策

２０施設

ゲート ゲート
柱 柱 柱

９

４施設

約１０施設

２０施設

※２０施設は、平成３０年度に実施した重要インフラの緊

急点検による要対策施設数



現状

１３％

⑦ 洪水浸水想定区域図の作成

５年後の達成目標

現状：令和３年３月現在の対策完了箇所数（１０４河川）

３か年緊急対策で１０４河川実施

水位周知河川以外の全ての

県管理河川について、洪水浸

水想定区域図※を作成・公表し

ます。
※ 洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保を

図るため、想定しうる最大規模の降雨に

より河川が氾濫した場合に浸水が想定

される区域や、水深、浸水継続時間等

を記載。これに基づき、市町ではハザー

ドマップを作成し、各世帯に提供。

災害リスク

対策例

水害による被害軽減を図るた

め、洪水予報河川、水位周知

河川は、洪水浸水想定区域図

を作成・公表しています。しかし、

令和元年東日本台風では、そ

れ以外の中小河川でも多数の

堤防が決壊、人的被害が発生

しており、この様な中小河川が

５０８河川あります。

洪水浸水想定区域図

令和元年東日本台風
濁川（福島県管理河川）

写真提供 ：国土交通省東北地方整備局

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇御幣川（鈴鹿市）

〇赤川 （津市・松阪市）

〇名張川（名張市・津市）

〇古和川（南伊勢町）

〇北山川（熊野市） 等

５年後

１００％

流域

要対策

５０８河川

１０４河川

５０８河川

10

※５０８河川は、令和３年３月現在の水位周知河川以外

の県が管理する全ての河川数

現状

２０％



⑧ 砂防堰堤等による避難所・要配慮者利用施設の保全

５年後の達成目標

現状：令和３年３月現在の保全施設数（３０４施設）

３か年緊急対策で４施設保全

流域

写真や図

災害リスク

対策例
 砂防堰堤工：土石流が発生し

た時、大きな岩や流木などを
含む土砂を貯め、下流への
被害を防止

 擁壁工：斜面の下に擁壁を作
り、がけ崩れを防止

 法面工：斜面をコンクリート製
の枠で固定したり植物で保護
することでがけ崩れを防止

等

紀伊半島大水害（紀宝町）

オカ谷(紀北町)

砂防堰堤工

豪雨時に土石流や地すべり、

がけ崩れ等の土砂災害が発生

するリスクがある区域※に、

避難所及び要配慮者利用施設

（社会福祉施設、学校、医療施

設等）が、８４３施設確認されて

います。
※ 土砂災害防止法に基づき指定された

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

及び警戒区域（イエローゾーン）

小学校

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇谷地東谷（紀北町）砂防堰堤工

〇止山東谷（度会町）砂防堰堤工

〇蓮華寺地区（度会町）擁壁工

〇畑井地区（松阪市）法面工 等

現状

３６％

５年後

約４０％

要保全

８４３施設

11

８４３施設

３０４施設
（うち３か年で
４施設保全）

約３４０施設

※８４３施設は、令和元年度調査時の要保全施設数



⑨ 海岸堤防等による高潮対策

５年後の達成目標

現状：令和３年３月現在の対策完了延長数（約９６km）

３か年緊急対策で１．５km実施

流域

 堤防工：堤防の設置や高さを
上げることで、高潮等による
海水の侵入を防止

 養浜工：人工的に土砂を供給
し、減少した砂浜を回復させ、
波の力を減衰

 離岸堤工：沖合いに海岸線と
ほぼ平行に構造物を設け、
波の力を減衰

等

災害リスク

対策例

平成１３年台風第１１号（伊勢市）

宇治山田港海岸(伊勢市)

堤防工

高潮による浸水被害から防災

拠点等が集積する地区や緊急

輸送道路、鉄道等を守るため、

伊勢湾台風が満潮時に到達し

た際の影響を想定し、堤防の

設置や高さを上げる等の対策

が必要な海岸が約１３１ｋｍあ

ります。

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇 城南第一地区海岸（桑名市）堤防工

〇 千代崎港海岸（鈴鹿市）離岸堤工

○ 上野・白塚地区海岸(津市）堤防工

〇 宇治山田港海岸（伊勢市）堤防工、養浜工

〇 阿田和地区海岸（御浜町）堤防工 等

現状

７３％

５年後

約８０％

要対策

約１３１km

12

約９６km
（うち３か年で
１．５ｋｍ実施）

約１００km

約１３１km

※約１３１kmは、令和３年３月現在の背後地に防災拠点等が集積

する地区や緊急輸送道路、鉄道等が存在する海岸の延長



⑩ 河川堆積土砂の撤去

５年後の達成目標

流域

河川に土砂が堆積すると、水

がスムーズに流れず、豪雨時

に洪水のリスクが高まります。

現在、河川には上流からの土

砂流出により、毎年約２０万m3

の土砂が堆積しており、また、

これまでに撤去されず蓄積してき

た土砂が、全体で約３１０万m3

確認されています。

災害リスク

対策例

県の河川事業により、毎年の堆

積量を上回る約２２万m3を撤去し

ます。加えて、民間の砂利採取に

ついて、制度を拡充することによ

り、毎年１５万m3程度の撤去を目

指します。これらにより、毎年合

計約３７万m3を撤去し、蓄積した

土砂も含めて計画的な撤去を進

めます。

弁天川（津市）

弁天川（津市）

河川堆積土砂の撤去

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇 員弁川（桑名市）

〇 岩田川（津市）

〇 木津川（伊賀市）

〇 大内山川（大紀町）

〇 銚子川（紀北町） 等

５年後

約４０％

要撤去

約３１０万m3

現状：令和３年３月現在の撤去土量（約２４万m3）

※約３１０万m3 は、平成３０年度末現在の蓄積量

現状

８％
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約３１０万m3 

約２４万m3 

約１１０万m3 



⑪ 都市公園の老朽化対策都市

５年後の達成目標

現状：令和３年３月現在の対策完了箇所数（２公園）

３か年緊急対策で１公園実施

予防保全型の管理に移行す
るため、長寿命化計画に基づ
き、緊急度の高い老朽化した
公園施設の改修等の対策を
講じます。

 老朽化した休憩施設の更新

 耐用年数を超えた浄化槽
の更新 等

公園施設の老朽化が進み、

公園利用者の事故発生リスク

や、南海トラフ巨大地震等の大

規模災害発生時に避難所や活

動・物資搬送拠点等としての防

災機能を十分に発揮出来ない

リスクがある都市公園が、６公

園確認されています。亀山サンシャインパーク（亀山市）

亀山サンシャインパーク（亀山市）

老朽化した園路の更新

老朽化した園路

要対策

６公園

現状

３３％

５年後

１００％

＜主な実施箇所：令和３年度＞

〇北勢中央公園（四日市市） 浄化槽更新

〇鈴鹿青少年の森（鈴鹿市） 柵更新

〇大仏山公園（明和町） 運動施設修繕 等

災害リスク

対策例

14

１公園

２公園

６公園

※６公園は、令和３年３月現在の県土整備部が管理

している都市公園数



その他の対策メニュー参考２

＜道路分野＞

• 高規格道路のミッシングリンク解消及び４車線化、高規格道路と直轄国

道とのダブルネットワーク化等による道路ネットワークの機能強化対策

• 河川に隣接する道路構造物の流失防止対策

• 老朽化対策（橋梁、トンネル、道路附属物等）

＜流域分野＞

• 流域治水対策（河川における河道掘削、堤防整備、堤防強化、耐震対

策、ダムの整備等）

• 老朽化対策（河川管理施設、ダム管理施設、砂防関係施設、海岸保全

施設、港湾施設）

＜都市分野＞

• 市街地等の緊急輸送道路における無電柱化対策

• 下水道施設の地震対策

• 下水道施設の老朽化対策

北部浄化センター(川越町)

五十鈴川(伊勢市)

堤防整備

新宮紀宝道路（紀宝町・和歌山県新宮市)

高規格道路のﾐｯｼﾝｸﾞﾘﾝｸ解消

下水道施設の地震対策
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表示切替

道路情報板による呼びかけ

・ 県内の直轄国道 66箇所、県管理道路 71箇所で表示中
・ 高速道路の道路情報板についても依頼

R２(2020)年度
都道府県で全国初！

• 県内主要道路10箇所にＡＩ

カメラを配備（観光地、IC周辺等）

• カメラ画像をＡＩで解析し、交通

量を常時観測（大型車、小型車別）

自動車交通量の常時観測システム構築

R３(2021)年度～

新型コロナウイルス感染症対策として県民の行動変化を促す

交通量の増減を毎週公表

○５月８日（土）・９日（日）の交通量（対前週比）

・ 特に伊勢志摩地域や東紀州地域で大幅に減少

・ 他の地域でも概ね減少

1

資料３ 新型コロナウイルス感染症対策の取組について



資料３ 新型コロナウイルス感染症対策の取組について

2

海岸・河川敷における感染防止対策の呼びかけ

多くの人が集まる海岸や河川敷において、

バーベキュー等の大人数・長時間による飲食を

避けていただくよう、注意喚起看板の設置、

パトロールによる呼びかけを行っています。

◆パトロールの強化期間
令和３年5月10日（月）

から５月３１日（月）まで

◆呼びかけの実施

令和３年５月１５日（土）
から（土日中心に実施）

※ 感染状況等により延長を
行います。

実施期間

・御殿場海岸 【津市藤方】

・員弁川河川敷 【桑名市大字和泉】

・高松地区海岸 【川越町高松】

・千代崎港原永緑地
【鈴鹿市南若松町】

・西黒部地区海岸【松阪市高須町】
・大湊地区海岸 【伊勢市大湊町】

・南張地区海岸（南張海浜公園）
【志摩市浜島町南張】

・銚子川河川敷
【紀北町相賀～紀北町便ノ山】

など

主な呼びかけ箇所

パトロール車による呼びかけ

御殿場海岸に設置の注意喚起看板


